
当研究室では、ライフサイクルアセスメントとい

う手法を使って、特定の技術やプロジェクトが環境

にどのような影響を及ぼしているかを推定するた

めの研究を行っています。特に、複雑な流れを持つ

プロジェクトなど、全体では環境負荷が増えている

のかどうか分かりにくいような対象でも、全体のシ

ステムとして評価することが可能です。評価は地球

温暖化や毒性といった個々の項目でもできますが、

損失余命といった指標に統一することも可能です。

その他には、産業連関分析を利用した経済波及効

果の推定なども行っています。最近では、水資源消

費の新しい評価方法として、「折れ線グラフで表わ

せるウォーターフットプリント」というものを研究

しています（下の折れ線グラフ）。水の利用も広い

意味では環境への影響と捉えることができ、このよ

うな新しい項目をライフサイクルアセスメントに

取り入れることで、評価の幅が広がることが期待で

きます。応用例としては、新しい技術を開発したり

プロジェクトを計画したりする際に、さまざまな側

面から事前に環境影響を調べることで案を評価し

たり複数の案を比較したりすることができます。ある地域で、バイオマス資源を利用した循環型のシステムを取り入れた場
合の環境への影響を、現状（BAUシナリオ）と比較したものです。ほとんど
の項目で、バイオマスを利用した方が全体の環境負荷が減るということが
確認できました。

これは茨城県南部の稲作を想定した水利用の重要度をグラフにしたもので、「利用スピード」に注目し、それを雨でまかなうための「面積」に換算して「微分型
ウォーターフットプリント」と名付けたものです。同じかんがい水量でも雨の少ない時期は数字が高くなり、また、この日に水を入れなくてはならないとい
う重要度が高いほど、高い数字が出るようになっています。グラフからは、中干し後の間断かんがいで数日おきに値が高くなっていることがわかります。ま
た、雨の多かった1998年に比べて雨の少なかった2001年で全体的に数字が高くなっており、それだけ水の重要性が高くなっていたこともわかります。
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新しい技術やプロジェクトなどの環境影響評価

本研究は、あらゆる活動の環境への影響を推定します。
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